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－総括１－ 

 

新規事業及び重要事業総括表 

 
 
Ⅰ 総 額 
 
 【一般会計】 

区分 令和４年度 令和３年度 伸び率 
予算総額 ３，１６７，８６５千円 ３，０５２，０７８千円 ３.８％ 

一般会計構成比          ０.１%          ０.１%    － 
 
  【災害救助事業特別会計】 

予算総額 ６５９，４３６千円 ７０６，８６６千円 △６.７％ 

 
 
 
Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                      （単位 千円） 
 
 〇 危機や災害に備える 

  Ｐ １ 一部新規 災害対応力の強化【危機管理課】                   １８，４３０ 

  Ｐ ２  新規 防災行政無線の機能強化【消防課】              １３３，５４８ 

  Ｐ ３  新規  発災初期の情報収集力強化【災害対策課】              ２３，０００ 

  Ｐ ４        減災に向けた自助と共助の促進【危機管理課】           ２０，２６９ 

    Ｐ ５  新規  防災ヘリコプターの更新による消防防災力の充実（債務負担行為）【消防課】 

                                限度額 ２，８３８，５５０ 
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災害対応力の強化 

 
担当 危機管理課 企画担当  

 内線 ８１３２       
 
１ 目 的 

  危機や災害ごとに対処すべき具体的なシナリオを作成し、図上訓練を繰り返す

ことで、専門的な知識を有する様々な官民の機関を連結し、県の災害対応力を強

化する。 
 
２ 事業内容 

（１）シナリオの作成と図上訓練の実施 （予算額 １７，２９４千円） 

  地震災害や大雪災害など新たなシナリオを作成し、図上訓練を実施する。 
  また、令和３年度に作成した風水害のシナリオで繰り返し図上訓練を実施し、

ブラッシュアップを図る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）専門家会議の設置（新規）（予算額 １，１３６千円） 

  自然科学、河川土木、地質学、医学、災害対策、危機管理等の専門家による

会議を設置し、専門家からの助言をシナリオ作成や図上訓練等の実施に反映さ

せる。 
 

              

 

 

 
 
 
 
 
３ 令和４年度予算額 １８，４３０千円 

一部新規 

シナリオに基づく図上訓練 

シナリオ作成・図上訓練のサイクル 

 Zoom による図上訓練のオンライン配信 

助言 

専門家会議 
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防災行政無線の機能強化  

 
担当 消防課 防災情報無線担当 

内線 ３１７７         
 
１ 目 的 

  大規模災害時等における情報収集・伝達手段の確保を目的として衛星系防災行

政無線を整備、運用しているが、国は令和７年度を目途に現行の第２世代から第

３世代への移行を進めている。 
  そのため、衛星系防災行政無線の第３世代化に向けた設計を行う。 
  さらに、地上系防災行政無線の機能強化に向けた設計を行い、情報収集・伝達

手段の強化を図っていく。 
 
２ 事業内容 

 （１）衛星系防災行政無線再整備の設計（予算額 ６９，８７２千円） 

    衛星系第３世代移行に向け、衛星系防災行政無線再整備工事の設計を行う。 

 

 （２）地上系防災行政無線改修の設計（予算額 ６３，６７６千円） 

    地上系の通信容量の増強・映像機能の強化及び衛星系と地上系を連携する 

   ための改修に向けた設計を行う。 

      

      

      

     

 

 

 

 

 

３ 令和４年度予算額  １３３，５４８千円 

  

４ 年度別事業計画 

   R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 

衛星系 
    

地上系 

    

 

設計 

新規 

機能強化のイメージ 

再 整 備 

設  計 改  修 

住民

衛星系ネットワーク
（第３世代への移行）

地上系ネットワーク
（通信容量の増強等）

迂回
（地上系障害時）

市町村等県庁
市町村防災行政無線

県整備
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発災初期の情報収集力強化  

 
担当 災害対策課 災害対策担当  
内線 ８１８１         

 
１ 目 的 

 県が災害オペレーション支援システムで収集する被害情報等に加え、国が収集

した情報を入手することにより、発災初期の情報収集力を強化し、迅速かつ的確

な災害対応を行う。 

 

２ 事業内容 

  県の情報収集・共有システムである災害オペレーション支援システムと、国の

基盤的防災情報流通ネットワークを連接する改修を行う。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和４年度予算額 ２３，０００千円 

 
 
 
 

 災害ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 
支援ｼｽﾃﾑ  

 

防

災

関

係

機

関

の

活

動

・

相

互

応

援

等

に

活

用 

県・市町村の被害情報 
避難情報 
避難所情報 
緊急輸送道路、広域支援
拠点等情報 等 

地震被害予測（発災後） 

国管理道路・河川の 
被害情報 
高速道路・鉄道の被害
情報 等 

【国が収集した情報】 

オンラインでの新たな情報収集（イメージ） 

【県が収集する情報】

 基盤的 
防災情報流通 
ﾈｯﾄﾜｰｸ 

国 県・市町村・消防機関等 

連接 

「国の情報が加わることで・・」 
・避難所周辺の被害見込み 
・道路網の一体的な啓開見通し  など 
市町村や防災関係機関等と迅速に情
報共有 

自動的に 
入手 

新規 
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減災に向けた自助と共助の促進  
 
                      担当 危機管理課 震災予防担当 

                      内線  ８１４８ 

１ 目 的 

 首都直下地震等の大規模災害に備え、県民の自助・共助の取組を促進し、災害

発生時の被害軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）イツモ防災事業（予算額 ７，９７５千円） 

 家具固定や水・食料の備蓄など自助の取組の啓発を行う市町村に対し、防災

講座、ワークショップ、啓発冊子の配布などの支援を行う。 

 また、県が作成する動画コンテンツを「そなーえチャンネル(You 

Tube)」で公開するほか、ＳＮＳを活用し、啓発・広報の強化を図る。 

 さらに、地域で防災を担う人材の育成を進める。 
 
 

 

 

 

 

 

（２）ミンナ防災事業（予算額 １２，２９４千円） 

  防災資機材整備に対する助成や研修・訓練への講師派遣を行い、自主防災組

織の設立やヤングリーダー養成講座等の組織の活性化に取り組む市町村を支

援する。 

 県内の地区防災計画策定を促進するためにモデル地区を選定し、その取組成

果を県全体に広げていく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和４年度予算額 ２０，２６９千円 

 

ヤングリーダー養成講座 

イツモ防災ワークショップ 動画コンテンツ（イメージ） 

地区防災計画策定に向けた説明会 
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防災ヘリコプターの更新による消防防災力の充実 

（債務負担行為）  
 
                      担当 消防課 消防広域担当 

                      内線  ８１７１ 
 

１ 目 的 

 本県の防災ヘリコプター３機のうち、あらかわ２については運航開始後２１年

が経過しており機体更新の時期を迎えているため、引き続き県民の安全・安心を

確保するため、機体の更新を行い消防防災力の充実を図る。 

 

２ 事業内容 

  あらかわ２の後継機となる新たな防災ヘリコプターを購入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 債務負担行為の限度額  ２，８３８，５５０千円 

 

４ 債務負担行為の期間   令和５年度から令和６年度まで 

 

 

 

 
 
 
 
 

【埼玉県の防災ヘリコプター】 

新機体の購入 

新規 

あらかわ３（AW139） 

運航開始  平成 24 年 6月 

飛行時間  約 2,300 時間  

あらかわ４（AW139） 
  (消防庁貸与機) 

運航開始  平成 24 年 6月 

飛行時間  約 2,800 時間  

あらかわ２(AS365N3） 

運航開始  平成 13 年 4月 

飛行時間  約 5,100 時間  

運航の継続 

【防災ヘリコプターの主な役割】 

・救助活動（山岳遭難、水難事故） 

・火災防御（林野火災など） 

・災害応急対策（情報収集、物資搬送など） 

・救急（広域的な病院搬送） 

【スケジュール（見込み）】 

令和４年１２月 入札 

令和６年 ９月 新機体納入 

令和７年 ４月 運行開始 
 


